
平成２８年度「総括評価表」（徳島県立城南高等学校）
自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点目標 重点課題 具体的な対策とその評価指標（⇒印） 活動の実施状況と評価指標の達成度（⇒印） 総合評価(所見) 学校関係者の意見 今後の改善の方策

学力向上 教員の教科指導力を 各学期に授業参観週間を設け同一教科の教員による授業 教師それぞれが，わかりやすく生徒が興味・関心を持て ・今後も生徒が切磋琢磨しながら学力 学ぶことの楽しさやすばらしさに気
の推進 高め，わかりやすく生 見学，管理職による年間２回の授業観察などを実施し，教 る授業に努め，授業評価を１学期末・２学期末の年２回実 を向上させていけるような授業を展開 づいてもらえるよう，アクティブ・ラ

徒が興味・関心を持て 科指導力の向上を図る。 施した。その結果をもとに授業方法の改善に取り組んだ。 していってほしい。そのためにも相互 ーニングを導入した授業など，魅力的
る授業を実践する。 ⇒生徒による授業評価の授業満足度 ⇒生徒による授業評価での授業満足度は 参観などにより，授業の工夫改善に取 な授業を目指したい。
３年生の進路指導に ８０％以上 １年生 ９０％ り組んでほしい。 また，現在の学びが自分の将来にど

おいて，実態に合わせ ２年生 ８８％ 授業の満足度は目標を上回ってい ・読書活動も推進していってほしい。 のようにつながっていくのかを理解さ
た科目選択が出来る補 ３年生 ９３％ であった。 る。さらに，各教科で指導力を高め せ，生徒自らが学ぶ姿勢を育てていき
習授業を実施し，生徒 ていきたい。また，３年生の放課後 たい。
の成績向上に努める。 補習の充実にも努めていきたい。

進路指導 家庭学習の重要性を 「自主自立ノート」や面談等を利用して生徒に家庭学習 毎日の「自主自立ノート（生活記録）」を継続的にとる ・家庭学習の大切さを，担任はもとよ 進路目標の実現には高い学力が必要
の充実 理解させ，自ら学ぶ姿 の重要性を認識させるとともに，学習時間調査を定期的に ことで，生徒が自身の時間管理をすることにつながった。 り，学校全体でしっかりと伝えていく であるということを生徒たちにしっか

勢を育成し，学習習慣 実施し，生徒の学習の状況を教師間で把握し，その結果を また，担任は生徒の学習状況を把握し，その結果をもとに 取組が必要である。 りと理解させ，毎日の宿題や小テスト
の確立に努める。 もとに各教科で週末課題や宿題を課すなどして学習習慣の 各教科で学習習慣の定着を図る取り組みを行った。 ・勉強と部活動との両立をやり遂げ， の実施などの取り組みを通して，日頃

定着を図る。 ⇒連続する７日間（１週間）の家庭学習時間調査を年間 生徒の進路実現ができるようにさらな から家庭学習の習慣を身につけさせた
⇒ａ学習時間調査を年８回実施する。 ８回実施した。１週間当たりの家庭学習時間の平均は， ３学年以外は，家庭学習時間が目 る工夫や努力を期待する。 い。
ｂ１週間の家庭学習時間の学年平均目標は， １年生 １５．１時間／週 標を下回っている。家庭で学習する 進路講演会やオープンキャンパス等

１年生 １６時間／週 ２年生 １４．９時間／週 ことの必要性を繰り返し指導し，部 への参加など，将来の自分の進路につ
２年生 １６時間／週 ３年生 ２１．０時間／週 であった。 活動との両立をしっかりやり遂げさ いて考えさせる機会を増やしていきた
３年生 ２１時間／週 せたい。 い。

生徒指導 遅刻の防止に努め， 遅刻防止については，担任による常時指導（家庭への連 本年度は，学校全体の遅刻ゼロの日は昨年度よりも１日 ・１，２年生の遅刻を改善し，遅刻ゼ 遅刻・交通事故とも昨年度を上回っ
の充実 保護者と連携して生活 絡を含む）とともに，遅刻常習生徒については保護者を召 増えたが，１．２年生の遅刻が昨年度よりも大幅に増加し ロの日が増えるよう指導を行ってもら ており，担任と協力して指導を徹底し

改善を図る。 喚し，生徒本人を交えて，担任や学年主任，生徒指導課長 た。１０月以降の遅刻が多かった。遅刻１０回で保護者も いたい。 て行わなければならない。遅刻率では
保護者等 で生活改善について話し合う。 含めての面談を実施し回数の多い生徒には効果的であっ ・自転車の交通事故の件数を減らすた １・２年生が１％を超え，登下校時の
との連携 ⇒遅刻率１％以内，遅刻ゼロの日年間５日以上 た。１％の目標は達成したが意識の向上を促したい。 めの取組が望まれる。 自転車事故件数が年間２９件程度あり，
強化 ⇒全校遅刻率は０．９８％，遅刻ゼロの日は全校で７日 目標値は達成できたが，遅刻者数 ・松柏会の活動も充実しているので， 昨年度を９件以上上回っている。交通

であった。学年ごとでは， については，本年度も学年によって 今後も保護者との連携を図ってほしい。 安全教育を効果的に進めていくことが
１年生遅刻率１．０％・遅刻ゼロ３７日， 差があった。今後も引き続き，学年 今後の課題である。
２年生遅刻率１．２％・遅刻ゼロ３３日， 格差をいかに改善していくかが課題 松柏会の家庭教育研究部について，
３年生遅刻率０．７８％・遅刻ゼロ４４日 であった。である。 今後も多くの保護者に参加してもらえ

るよう，魅力ある活動を行っていく。

特別活動 生徒が充実感・達成 ①学校行事について生徒会と意見交換を行い，より良い行 ①生徒会との意見交換を活発に行い充実したものとなるよ ・常に高い評価であり，素晴らしい。 今後も生徒会との意見交換を行い，
の充実 感を感じられる学校行 事内容になるように努める。 うに努めた。 今後も継続して魅力ある学校行事を行 生徒アンケート等で得た意見を取り入

事と部活動を展開す ⇒生徒による学校行事満足度８０％以上 ⇒生徒による学校評価アンケートでの学校行事満足度は ってほしい。 れていく。
人権教育 る。 ９５％であった。 ・部活動の取組においても，多くの生 また，顧問同士の対話や部員と教員
の充実 徒がスポーツや文化活動で活躍している との対話を多くとることを心がけ，部

②部活動は顧問の専門性を配慮して配置し，日々の指導に ②専門性，本人の希望に応じて顧問を配置し，日々の指導 目標値は達成できたが，次年度も のを，新聞などでよく見る。「文武両道」 内雰囲気の透明化に努める。
おいて現場での指導を充実させる。 も生徒との会話を重視して行っている。 生徒等の意見を取り入れ努力する。 の精神を今後とも続けてほしい。 特別支援教育に関する研修会を実施
⇒生徒による部活動満足度８０％以上 ⇒生徒による学校評価アンケートでの部活動満足度は し，教員の資質を高める取り組みを継

８４％であった。 続するとともに，関係諸機関との連携
を密にし，支援体制を充実させる。

特色ある 特色ある学校づくり ①スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の取組によ ①ＳＳＨの課題研究や総合科学など，様々な取組を通し， ・ＳＳＨで研究しているアクティブ・ 文科省の SSH 中間評価を受けて，課
教育活動 の一環としてスーパー り，生徒の理科や数学への興味や関心を深め，理科や数学 生徒の理科や数学への興味や関心を深め，理科や数学の基 ラーニングを校内で取り入れ始めたこ 題研究の指導や高大連携についてさら
の推進 サイエンスハイスクー の基礎的・発展的な力を身につけさせる。 礎的・発展的な力が身につくよう努めた。 とは，評価に値する。今後の展開に期 に発展させるとともに，ルーブリック

ルの活動を積極的に行 ⇒ＳＳＨの取組により理科や数学の興味・関心が深ま ⇒応用数理科３年生に実施したアンケート・自己評価で 待している。 やアクティブ・ラーニング等の情報収
い，成果を生徒の進路 り，その理解が深められたと自己評価する生徒７０％以上 ３年間の活動に対する「満足」７７％ ・新聞などに城南高校の名前が載るこ 集と研究，そして実践を行った。ルー
に生かすとともに，県 プレゼンテーション能力が向上したとする生徒８７％ 目標は達成することができたが， とを楽しみにしている。今後もＳＳＨ ブリックの研究実践は，生徒の主体的
下への普及を図る。 科学的な見方・科学的に問題解決する力が身についた 課題研究や高大連携等の取組を発展 の課題研究の成果が，さまざまなとこ な課題研究の内容向上や教員の指導力

とする生徒７４％ させ，生徒の様々な能力の向上や， ろで評価されることを期待している。 強化につながっている。
研究方法や技能の習得ができたとする生徒８２％ 各種コンテストでのさらなる成果獲 今後，SSH の取り組み等の成果を評
理科や数学の理解が深まったとする生徒７４％ 得を図っていきたい。 価するシステム構築や SSH の取組の学

校全体への普及に努めていく。
②科学部の自主的研究活動を促し，各種科学賞での入賞を ②理科担当教員による放課後の指導等により，科学部の自
図る。 主的研究活動を促し，各種科学賞での入賞を図った。
⇒各種科学賞での入選数７以上 ⇒日本学生科学賞徳島県審査で最優秀賞１，優秀賞４，
⇒全国大会への出品２以上 入賞５など。

⇒日本学生科学賞中央審査に１チーム進出。
⇒高校・高専気象観測機器コンテスト最終審査２チーム
進出など。

③活動成果の県下への普及を図る。 ⇒小学生対象理科実験教室を１回，中学生対象理科実験
⇒小学生及び中学生対象実験教室の実施３回以上 教室を２回実施した。

⇒科学体験フェスティバル in 徳島ブース出展で，来場
者投票の結果，２年連続優秀賞を獲得した。
⇒徳島大学と共同で，徳島県 SSH 高等学校課題研究お
よび科学部研究研修会を開催し，他の高校にも参加して
もらった。
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評価・評定の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった


